
江
戸
時
代
の
静
岡
県
は
駿
河
、
遠
江
、
伊
豆
の
国
々
に
分
か
れ
、
幕
府
の
天
領
、
旗
本
の
知
行
地
と
大
名
た
ち
の
封
地
と
が
あ
っ
て
か
な
り

複
雑
な
支
配
を
う
け
て
い
た
。
大
名
領
に
は
駿
河
に
沼
津
、
田
中
（
現
、
藤
枝
市
）
（
以
下
同
じ
）
、
小
島
（
清
水
市
）
の
三
藩
が
あ
り
、
遠
江
に
は

浜
松
、
掛
川
、
横
須
賀
（
小
笠
郡
）
、
相
良
（
榛
原
郡
）
の
各
藩
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
数
万
石
の
小
藩
で
あ
り
、
し
か
も
移
封
が
は
げ
し
く
て

独
自
の
文
化
を
育
て
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
尾
張
に
お
け
る
名
古
屋
や
、
加
賀
の
金
沢
の
よ
う
な
城
下
町
を
中
心
と
し

た
医
学
を
考
え
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
耐
そ
れ
に
代
っ
て
あ
る
程
度
機
能
し
た
も
の
が
東
海
道
の
宿
場
町
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

東
に
は
政
治
の
中
心
地
の
江
戸
が
あ
り
、
西
に
文
化
の
中
心
の
京
都
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
中
心
地
を
結
ん
だ
の
が
東
海
道
で
あ
っ
た
。

五
十
三
吹
あ
る
宿
場
の
う
ち
、
静
岡
県
に
は
十
一
番
の
三
島
か
ら
三
十
二
番
の
白
須
賀
ま
で
二
十
二
駅
が
置
か
れ
て
い
た
。
徳
川
政
権
が
安
定

し
、
交
通
路
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
参
勤
交
代
の
大
名
た
ち
を
は
じ
め
東
海
道
の
交
通
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
東
西
の
文
化
も
ま
た
東
海

（
一
）

道
を
通
っ
て
上
下
し
た
。
名
の
あ
る
医
師
達
が
通
行
し
、
急
病
人
に
は
参
勤
交
代
に
随
行
す
る
藩
医
も
町
医
た
ち
と
協
力
し
た
。
儒
者
や
国
学

者
は
勿
論
の
こ
と
、
和
歌
、
俳
句
、
狂
歌
や
絵
画
な
ど
の
文
化
人
と
町
医
と
の
交
流
も
ま
た
頗
る
広
範
で
あ
っ
た
。
静
岡
県
の
医
学
史
を
考
え

る
上
で
東
海
道
の
存
在
は
重
要
な
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
静
岡
県
に
お
け
る
蘭
方
医
学
の
普
及
、

特
に
そ
の
学
統
に
つ
い
て

瘤
罐
唾
篭
讓
一
言
罐
第
澆
平
成
三
年
八
月
六
日
受
付

津
田
進
三
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蘭
方
医
学
は
新
し
い
学
問
で
あ
っ
た
。
朱
子
学
的
な
観
念
に
よ
る
李
朱
医
学
を
不
満
と
し
て
、
親
試
実
験
を
主
張
す
る
古
医
方
が
現
わ
れ
、

そ
の
流
れ
の
中
か
ら
成
立
し
た
蘭
方
医
学
の
実
証
精
神
は
、
近
代
科
学
へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
た
め
に
人
々

は
遠
く
長
崎
へ
、
ま
た
京
都
へ
、
江
戸
へ
と
遊
学
し
、
勉
学
修
業
を
お
え
て
帰
郷
開
業
し
た
。
そ
の
一
門
は
各
地
に
分
立
し
て
発
展
し
、
そ
れ

ぞ
れ
門
人
を
養
成
し
、
ま
た
藩
医
と
な
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

（
四
）

静
岡
県
の
医
学
史
に
つ
い
て
は
既
に
土
屋
重
朗
氏
の
名
著
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
が
あ
る
。
關
方
医
学
を
学
ん
だ
人
々
の
家
系
や
伝

記
は
同
書
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
た
だ
そ
の
師
承
の
明
ら
か
な
も
の
を
染
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
静
岡
県
の
關
方
医
学
の
普
及
の
流
れ
を
考

え
て
承
た
い
と
思
う
。

（
一
二
）

と
親
し
く
交
遊
し
て
い
る
。

静
岡
県
の
カ
ス
。
ハ
ル
流
の
医
学
に
は
河
口
良
庵
の
系
統
と
伊
良
子
系
の
二
つ
が
あ
る
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
来
日
の
蘭
医
カ
ス
。
ハ
ル
に
学

ん
だ
河
口
良
庵
は
、
長
崎
か
ら
京
都
に
移
っ
て
門
人
を
育
て
た
が
、
そ
の
二
男
景
友
（
の
ち
宮
崎
元
仲
）
は
元
禄
年
間
に
伊
豆
田
方
郡
中
村
（
韮

（
五
）

山
）
に
移
り
医
業
を
行
っ
た
。
宮
崎
家
蔵
の
『
加
須
波
留
伝
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
河
口
良
庵
が
延
宝
五
年
三
月
に
書
い
た
「
紅
毛
外
治
伝
二

帖
」
を
、
宮
崎
元
仲
が
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
に
繕
写
し
て
子
と
孫
と
に
伝
授
し
て
い
る
の
で
、
河
口
良
庵
系
の
カ
ス
パ
ル
流
は

（
一
一
）

平
賀
源
内
は
伊
豆
の
鎮
惣
七
の
助
言
で
芒
消
を
得
た
喜
び
を
『
物
類
品
隙
』
に
特
記
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
幕
命

に
よ
り
伊
豆
を
調
査
し
た
が
、
こ
の
と
き
鎮
惣
七
が
三
島
で
並
河
誠
所
に
儒
を
学
び
、
常
に
救
急
の
用
の
た
め
本
草
の
知
識
を
教
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
知
り
、
「
瑳
乎
君
子
教
し
人
其
所
し
及
者
遠
突
哉
」
と
並
河
誠
所
を
激
賞
し
て
い
る
。
並
河
誠
所
は
古
医
方
の
大
家
並
河
天
民
の
兄

で
あ
る
。
ま
た
平
賀
源
内
に
洋
画
の
手
法
を
学
ん
だ
司
馬
江
漢
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
東
海
道
を
長
崎
に
む
か
い
『
江
漢
西
遊
日
記
』
を
の

こ
し
た
が
、
彼
は
次
々
と
土
地
の
有
力
者
を
訪
ね
て
新
し
い
西
洋
画
を
示
し
て
お
り
、
府
中
（
静
岡
市
）
で
は
駿
府
城
附
医
師
の
塩
谷
桃
庵
な
ど

一
、
カ
ス
・
〈
ル
流
の
人
々

（26） 26



軒
の
嫡
子
の

小
曽
源
蔵

な
お
ま
た
、
師
承
は
一

桜
井
尚
友
軒
（
清
季
）

が
あ
り
、
宝
暦
三
年
（
一

が
あ
る
。
江
戸
か
ら
新
居
関
所
の
奉
行
松
平
主
馬
助
の
侍
医
と
し
て
帰
郷
し
た
村
尾
了
庵
の
孫
で
、

な
お
ま
た
、
師
承
は
未
詳
で
あ
る
が
、
相
良
に

も
寛
延
四
年
に
伊
良
子
氏
に
学
ん
で
い
る
。
三
好
菖
軒
は
の
ち
に
浜
松
藩
医
と
な
り
、
そ
の
門
人
に

有
賀
定
達
（
権
左
衛
門
）
（
宗
庵
の
子
）

ら
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
宮
崎
仁
庵
は
大
須
賀
鬼
卵
の
書
い
た
『
東
海
道
人
物
志
』
（
享
和
三
年
）
に
は
詩
書
に
も
す
ぐ
れ
た
儒
医

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
有
賀
定
達
は
駿
州
下
土
狩
村
の
世
医
有
賀
家
を
つ
い
で
い
る
。

一
方
京
都
に
カ
ス
パ
ル
流
を
開
い
た
伊
良
子
道
牛
に
は
、
享
保
七
年
に
遠
州
浜
松
の

（
一
ハ
）

が
学
ん
で
い
る
。
明
和
四
年
に
『
外
科
訓
蒙
図
彙
』
を
刊
行
し
た
道
牛
の
孫
の
伊
良
子
光
顕
の
母
は
、
こ
の
三
好
菖
軒
の
娘
で
あ
る
。
ま
た
菖

久
保
小
平
太

に
カ
ス
・
ハ
ル
流
外
科
を
伝
授
し
て
お
り
、

宮
崎
宗
庵
（
順
友
ま
た
は
順
立
）

宮
崎
仁
庵
（
桃
居
）
（
宗
庵
の
子
）

宮
崎
元
仲
（
景
友
）
（
河
口
良
庵
二
男
）

一
方
京
都
に
カ
ス
パ
ル
流
を
開
い
弁

三
好
節
斎
（
菖
軒
）
（
も
と
小
曽
源
蔵
）

局
部
玄
晏
（
敷
智
郡
白
洲
村
）
（
浜
松
市
）

（
光
猛
）

七
五
三
）
榛
原
郡
徳
村
の

（
元
仲
の
子
）

（
七
）

そ
の
神
文
誓
紙
が
現
存
し
て
い
る
《

高
部
姓
に
復
し
て
医
業
を
行
っ
た
。
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は
吉
雄
耕
牛
の
子
の
吉
雄
権
之
助
に
師
事
し
て
い
る
。

な
お
、
も
と
長
崎
通
詞
の
和
田
平
右
衛
門
の
子
の

塩
津
古
桂
（
興
津
）
（
清
水
市
）
・

が
つ
い
た
が
、
《
彼
は
吉
益
東
洞
に
古
医
方
を
学
ん
で
お
り
、
名
医
の
名
が
高
か
っ
た
。
古
桂
の
孫
の

が
学
ん
で
い
る
。
小
諏

ま
た
吉
雄
耕
牛
に
は

が
学
ん
で
い
る
。
前
出
の
伊
良
子
系
の
三
好
菖
軒
に
学
ん
だ
高
部
玄
晏
の
孫
で
あ
る
。

さ
ら
に
三
代
栄
哲
の
子
の
楢
林
栄
達
に
は

『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
を
書
い
た
楢
林
鎮
山
に

本
間
惣
兵
衛
清
定
（
池
新
田
）
（
小
笠
郡
浜
岡
町
）

か
学
ん
で
帰
り
、
医
業
を
開
い
た
。
そ
の
門
人
の

本
間
春
城
（
平
田
上
平
川
）
（
小
笠
郡
小
笠
町
）

（
ヰ
ハ
）

は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
開
業
し
、
そ
の
一
族
か
ら
多
く
の
医
家
が
出
て
各
地
に
分
立
し
た
。

一
方
楢
林
鎮
山
の
弟
栄
休
の
系
の
二
代
栄
哲
に
は

塩
津
玄
桂
（
直
徹
）
（
華
岡
青
洲
門
人
）

市
川
魯
庵
（
駿
州
小
諏
訪
）
（
沼
津
市
）

高
部
魯
庵
（
敷
智
郡
）
（
浜
松
市
）

二
、
長
崎
通
詞
系
の
医
学

小
諏
訪
は
小
田
原
藩
領
の
た
め
、
彼
は
小
田
原
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。
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笹
山
道
益

は
寛
政
元
年

未
詳
で
あ
る
。

田
中
寿
安
（
有
渡
郡
今
泉
）

も
長
崎
に
遊
学
し
、
紀
州
藩
一

深
沢
雄
甫
（
兼
文
）
（
沼
津
）

も
未
詳
で
あ
る
＠

は
寛
政
年
間
に
長
崎
に
学
ん
で
帰
り
、
文
化
元
年
沼
津
藩
医
と
な
る
な
ど
、
長
崎
に
学
ん
だ
人
々
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
師
承
は
い
ず
れ

本
間
春
伯
（
大
器
）
（
掛
川
）

本
間
兎
毛
（
清
静
）
（
城
東
郡
）
（
小
笠
郡
）

丸
尾
良
益
（
東
海
）
（
城
東
郡
）
（
小
笠
郡
）

ら
の
人
々
で
、
後
者
二
人
は
同
時
入
門
で
あ
る
。
本
間
春
伯
は
前
出
の
楢
林
系
の
本
間
春
城
の
養
子
で
、
長
崎
へ
遊
学
し
て
安
永
七
年
帰
郷
し

て
一
旦
開
業
し
た
あ
と
一
兀
凱
を
訪
ね
て
い
る
。
本
間
兎
毛
は
春
城
の
実
子
で
、
一
緒
に
入
門
し
た
丸
尾
良
益
は
寛
政
二
年
ま
で
学
ん
で
帰
郷

し
、
更
に
そ
の
あ
と
寛
政
七
年
か
ら
十
二
年
ま
で
長
崎
に
遊
ん
で
い
る
。

長
崎
に
学
ん
だ
漢
藺
折
衷
派
の
荻
野
元
凱
に
は
、
天
明
年
間
か
ら
入
門
者
が
み
ら
れ
て
い
る
。
即
坐
っ

山
崎
杏
仙
（
子
道
）
（
掛
川
）

寛
政
年
間
に
な
る
と

（
九
）

三
、
荻
野
元
凱
の
門
人
た
ち

（
栄
充
）

（
一
七
八
九
）
田
中
藩
医
と
な
り
、
そ
の
子
の
道
益
（
道
甫
）
も
、
そ
の
弟
の
可
則
も
共
に
長
崎
に
遊
学
し
て
い
る
が
、
》
一
」
の
師
は

（
有
渡
郡
今
泉
）
（
清
水
市
）

壬
し
、
紀
州
藩
医
と
な
っ
て
お
り
、
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な
ど
が
あ
り
、
掛
川
の
本
間
家
は
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
荻
野
元
凱
へ
の
入
門
者
は
縁
故
者
や
同
郷
の
も
の
に
紹
介
さ
れ
る
例

の
人
々
が
入
門
し
た
。
初
め
て

種
痘
に
関
心
が
強
く
、
そ
の
孫

ま
た
享
和
、
文
化
年
間
に
は

奥
田
元
龍
（
田
中
）
（
藤
枝
市
）

島
津
一
斎
（
沼
津
）
（
吉
益
南
涯
門
人
）

伊
達
養
敬
（
富
士
郡
神
谷
村
）

伊
達
養
敬
（
富
士
郡
神
公

上
田
泰
順
（
浜
松
藩
医
）

奥
田
元
龍
（
田
中
）
（
藤

本
間
中
郎
（
掛
川
藩
医
）

野
中
良
育
（
榛
原
和

岡
本
大
索
（
島
田
）

山
崎
龍
沢
（
掛
川
蓋

本
間
春
育
（
掛
川
）

伊
吹
宇
庵
（
島
田
）

野
中
良
育
（
榛
原
郡
下
吉
田
）

山
崎
文
恵
（
掛
川
）
（
前
出
杏
仙
ｇ

山
下
立
節
（
遠
州
中
泉
）
（
磐
田
市
）

川
田
文
格
（
城
東
郡
平
川
村
）
（
小
拷

渡
辺
友
益
（
浜
松
）

伊
達
仁
蔵
（
富
士
郡
神
谷
村
）

（
掛
川
藩
医
） （

前
出
杏
仙
の
弟
）

初
め
て
駿
河
か
ら
の
遊
学
が
あ
り
、
ま
た
藩
医
の
入
門
も
あ
っ
た
。
川
田
文
格
は
吉
益
南
涯
に
古
医
方
を
学
ん
だ
が
、

そ
の
孫
の
川
田
鴻
斉
は
嘉
永
二
年
牛
痘
法
に
よ
る
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。

（
小
笠
郡
）
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が
多
く
、
こ
れ
は
元
凱
没
後
（
文
化
三
年
没
）
の
門
人
録
を
み
て
も
同
様
で
あ
る
ｃ

く
寛
政
十
年
に

遠
藤
丹
二
（
富
士
郡
大
宮
）
（

が
入
門
し
て
い
る
。
麻
酔
手
術

小
出
祐
節
（
豊
田
郡
阿
寺
村
）

小
出
祐
節
（
豊
田
郡

戸
塚
奏
輔
（
掛
川
）

が
入
門
し
た
。
戸
塚

る
仁 華

岡
青
洲
の
外
科
の
師
は
伊
良
子
門
の
大
和
見
水
の
養
子
で
駿
河
出
身
の
見
立
と
い
う
が
、
見
立
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
青
洲
へ
は
早

文
政
年
間
に
な
る
と

広
瀬
保
恭
（
富
士
却

高
須
玄
察
（
敷
智
却

高
部
俊
庵
（
敷
智
蔀

足
立
才
二
（
浜
松
）

木
村
文
龍
（
浜
松
）

遠
藤
幾
三
（
富
去

中
村
逸
斎
（
志
蚕

（
一
○
）

四
、
華
岡
青
洲
に
学
ん
だ
人
々

（
富
士
郡
大
宮
）
（
富
士
宮
市
）

ｖ
る
。
麻
酔
手
術
実
施
の
あ
と
で
高
名
の
文
化
年
間
に
は

（
富
士
郡
天
間
村
）

（
敷
智
郡
新
居
）
（
浜
名
郡
）

（
敷
智
郡
入
野
村
）
（
浜
名
郡
）

（
浜
松
）

（
富
士
郡
大
宮
）

（
志
太
郡
岡
部
）

戸
塚
奏
輔
（
柳
斎
）
は
戸
塚
静
海
の
兄
で
、
桂
川
甫
周
門
人
の
十
束
井
斎
に
学
び
、
の
ち
府
中
（
静
岡
市
）
に
医
業
を
開
い
て
い

（
富
士
宮
市
）

（
磐
田
郡
）
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市
川
恭
斎
（
駿
州
小
諏
訪
）
（
沼
津
市
）

は
ま
も
な
く
別
家
の
市
川
魯
庵
（
前
出
、

が
入
門
し
た
。
董
覚
は
前
出
新
居
関
所
奉
行
の
侍
医
と
し
て
帰
郷
し
た
村
尾
了
庵
の
孫
の
董
節
（
賀
川
玄
悦
に
産
科
を
、
堀
元
厚
、
松
岡
玄
達
に
医

と
本
草
を
学
ん
で
い
る
）
の
子
で
あ
る
。
は
じ
め
名
古
屋
で
吉
益
東
洞
門
人
の
古
方
医
河
合
秋
山
に
学
び
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
に
江
戸
へ
出

て
、
杉
田
玄
白
に
師
事
し
た
。
更
に
津
軽
藩
医
樋
口
道
泉
に
産
科
を
学
ん
で
帰
り
、
浜
松
に
医
業
を
開
き
、
の
ち
浜
松
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
子
村
尾
元
融
は
儒
を
以
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
杉
田
玄
白
門
人
に
小
田
原
藩
医
市
川
隆
甫
が
あ
り
、
そ
の
養
子
の

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
杉
田
玄
白
に
よ
る
『
解
体
新
書
』
の
上
梓
は
日
本
医
学
史
上
画
期
的
な
事
業
で
あ
っ
た
が
、
以
来
次
第
に
江
戸
に
遊

学
す
る
人
々
が
増
加
し
た
。
杉
田
玄
白
に
は

（
一
一
）

村
尾
董
覚
（
長
上
郡
小
松
村
）
（
浜
北
市
）

の
人
々
が
入
門
し
た
。
足
立
才
二
は
土
生
玄
碩
門
人
の
内
田
乾
隈
の
兄
で
あ
り
、
ま
た
才
二
の
子
の
双
松
は
竹
内
玄
同
に
師
事
し
て
い
る
。
中

村
逸
斎
は
前
出
戸
塚
柳
斎
の
養
子
と
な
っ
た
積
斎
の
実
父
で
あ
る
。
な
お
大
坂
華
岡
塾
と
青
洲
没
後
（
天
保
六
年
）
の
門
人
に
一
工
‐
四
人
も
の
人

々
、
が
あ
る
の
も
、
青
洲
の
評
判
が
如
何
に
高
か
っ
た
か
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
出
身
地
は
や
は
り
宿
場
町
が
多
い
よ
う
で
あ

プ
（
》
○

（
一
一
一
）

渡
辺
宗
斎
（
御
殿
場
）

高
須
貫
一
（
敷
智
諏

甲
田
悌
斎
（
三
島
）

五
、
杉
田
玄
白
の
門
人

（
敷
智
郡
新
居
）

楢
林
栄
建
門
人
）
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
そ
の
門
人
に
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が
あ
り
、
嘉
永
三
年
同
地
方
の
種
痘
に
関
与
し
た
。

青
木
右
内
（
伊
豆
）

深
沢
雄
甫
（
文
温
）

ら
が
あ
り
、
深
沢
雄

青
島
玄
台
（
駿
州
田
中
）
（
藤
娃

の
二
人
が
学
ん
で
い
る
。
竹
嶋

学
、
称
宗
甫
、
俳
譜
号
藺
斎
、

小
川
真
斎
（
府
中
）
（
静
岡
市
）

が
あ
り
、
そ
の
孫
の
隆
斎
（
の
ち
菊
池
廷
介
）
は
坪
井
信
良
と
杉
田
玄
端
の
門
人
で
あ
る
。

は
府
中
の
名
医
と
い
わ
れ
た
小
川
清
斎
の
父
で
、
師
と
同
じ
吉
田
長
淑
門
人
の
衣
関
順
庵
か
ら
も
眼
科
を
学
ん
で
い
る
。

な
お
、
享
和
二
年
玄
沢
と
共
に
長
崎
屋
に
蘭
人
を
訪
問
し
た
杉
浦
玄
徳
の
門
人
に
は

杉
田
玄
白
の
子
の
立
卿
に
は
、
門
人
に

杉
田
玄
白
門
人
の
大
槻
玄
沢
に
は

竹
嶋
宗
甫
（
駿
州
志
田
郡
大
嶋
村
）

青
島
玄
台
（
駿
州
田
中
）
（
藤
枝
市
）

瀬
戸
玄
博
（
御
殿
場
）

（
一
三
一
）

六
、
大
槻
玄
沢
の
門
人
た
ち

（
文
温
）
（
沼
津
）

深
沢
雄
甫
は
前
出
の
長
崎
遊
学
の
兼
文
の
子
で
、
立
卿
の
没
後
長
崎
と
大
坂
に
遊
学
し
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
門
し
て
い
る
。

竹
嶋
宗
甫
は
吉
田
長
淑
の
門
人
で
も
あ
り
、
田
原
茂
斎
の
『
賀
莚
雲
集
録
』
（
天
保
初
年
）
に
は
、
「
医
術
、
悉
曇
韻

斎
、
武
嶋
寛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
府
中
（
静
岡
市
）
へ
移
り
医
業
を
開
い
た
が
、
門
人
ゞ
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な
ど
が
あ
る
。
静
海
は
宇
田
川
玄
真
門
人
で
も
あ
る
。

武
井
周
朔
は
吉
田
長
淑
に
も
師
事
し
た
が
、
『
江
戸
今
世
医
家
人
名
録
初
編
』
（
文
政
二
年
刊
）
や
「
魚
鑑
』
（
天
保
二
年
刊
）
な
ど
の
著
書
が
あ

り
、
外
科
や
本
草
に
名
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

吉
田
長
淑
は
わ
が
国
最
初
の
關
方
内
科
医
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
長
淑
は
幕
府
の
御
先
手
同
心
馬
場
兵
右
衛
門
の
三
男
で
、
母
方
の
祖
父

吉
田
長
粛
の
養
子
と
な
り
、
桂
川
甫
周
に
蘭
学
を
学
ん
で
い
る
。
の
ち
字
田
川
玄
随
の
『
西
説
内
科
撰
要
」
を
象
て
発
憤
し
、
蘭
方
内
科
医
を

志
し
た
が
、
何
故
か
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
九
月
大
野
甫
察
の
弟
佐
公
と
し
て
義
兄
の
宇
田
川
玄
真
方
へ
寄
寓
し
、
さ
ら
に
同
年
十
月
掛
川
藩

医
倉
持
宗
寿
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。

吉
田
長
淑
が
「
倉
持
成
徳
直
心
」
，

中
田
周
賢
（
浜
松
藩
医
）

吉
田
長
淑
（
江
戸
）
（
の
ち
掛
川
藩
医
）

（
一
四
）

の
人
々
が
あ
る
。
十
束
井
斎
は
掛
川
藩
士
西
川
昌
通
の
次
子
で
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
藩
医
十
束
隆
賢
（
戸
塚
静
海
の
伯
父
）
の
養
嗣
と
な
っ

た
。
若
く
桂
川
甫
周
に
学
び
、
一
時
掛
川
に
閉
居
し
た
が
、
の
ち
再
び
江
戸
で
馬
場
佐
十
郎
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
享
和
二
年
掛
川
藩

に
招
か
れ
た
松
崎
傲
堂
に
漢
学
を
学
び
、
怖
堂
の
門
人
塩
谷
宕
陰
に
娘
を
嫁
が
せ
て
い
る
。
井
斎
の
門
人
に
は
一
族
の
人
々
、
特
に

戸
塚
静
海
（
掛
川
）

十
束
井
斎
（
掛
川
藩
医
）

武
井
周
朔
（
浜
松
藩
医
）

桂
川
甫
周
に
学
ん
だ
事
が
確
実
な
人
々
に
は

七
、
桂
川
甫
周
に
学
ん
だ
人
々

（
一
五
）

と
称
し
た
時
代
の
訳
書
は
多
く
、
平
野
満
氏
に
よ
れ
ば
、
『
泰
西
五
診
精
要
』
五
巻
、
『
増
補
海
上
備
用
』

（34） 34



五
巻
、
『
溌
古
福
烏
多
』
一
冊
、
『
遠
西
薬
圃
綱
目
』
十
七
巻
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
『
神
物
知
新
』
は
焔
硝
製
造
法
で
文
化
五
年
五
月
藩
侯
に
献

上
し
て
い
る
。
一
方
、
宗
田
一
氏
の
御
示
教
に
よ
れ
ば
、
文
化
五
年
秋
大
槻
玄
沢
の
『
西
洋
鯨
品
訳
説
附
言
』
に
は
「
：
．
…
今
夏
既
二
同
社
倉

持
氏
二
託
シ
テ
コ
レ
ヲ
訳
セ
シ
ム
、
稿
成
テ
余
二
示
ス
。
又
取
テ
之
ヲ
読
二
間
々
誤
解
ア
リ
、
余
ヵ
心
二
満
ス
、
コ
レ
彼
レ
宿
疾
ア
リ
、
病
間

強
テ
起
草
ス
ル
カ
故
ナ
リ
ト
知
ル
、
」
と
あ
り
、
当
時
病
弱
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

舟
木
茂
夫
氏
の
御
好
意
に
よ
る
掛
川
藩
の
「
御
家
中
家
譜
抜
聿
邑
、
三
」
に
よ
れ
ば
、
長
淑
は
享
和
三
年
八
月
五
日
養
父
の
家
督
を
つ
い
で
二

十
人
扶
持
の
藩
医
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
三
月
五
日
願
に
よ
り
隠
居
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
間
養
父
の
倉
持
宗
寿

は
隠
居
し
て
家
督
を
讓
っ
た
後
も
引
き
つ
。
つ
き
藩
医
の
仕
事
を
行
い
、
文
化
六
年
十
二
月
三
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
養
父
の
死
に
よ

っ
て
長
淑
は
再
び
吉
田
姓
に
復
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。

中
田
周
賢
（
浜
松
侯
臣
）

が
あ
り
、
「
門
人
譜
、
文
政
四

鈴
木
春
沢
（
駿
州
沼
津
逸
士
）

吉
田
長
淑
に
は
門
人
録
が
二
種
知
ら
れ
て
お
り
、
「
門
人
籍
」
の
方
に
は

程
田
玄
悦
（
沼
津
侍
医
）

武
嶋
宗
甫
（
駿
河
村
医
）

十
束
隆
圭
（
掛
川
侯
臣
）

谷
口
太
仲
（
横
須
賀
侯
産

武
井
周
朔
（
浜
松
侯
臣
）

（
一
一
ハ
）

八
、
吉
田
長
淑
の
門
人

（
浜
松
侯
臣
）

人
譜
、
文
政
四
龍
次
辛
巳
」

（
掛
川
侯
臣
）

（
横
須
賀
侯
医
）

（
浜
松
侯
臣
）

に
は
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以
上
の
よ
う
に
桂
川
甫
周
、
吉
田
長
淑
の
門
人
に
は
藩
医
が
多
く
染
ら
れ
、
文
化
文
政
ご
ろ
に
な
る
と
少
く
と
も
江
戸
屋
敷
に
は
蘭
方
医
の

需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
長
淑

訪
ね
て
前
出
の

程
田
玄
悦
は
代
々
沼
津
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
文
政
九
年
家
督
五
十
五
石
を
つ
い
だ
が
、
文
政
十
一
年
八
王
子
の
秋
山
義
方
（
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド

済
生
三
方
の
蘭
文
翻
刻
を
し
た
義
方
の
父
）
が
入
門
し
て
い
る
。

武
嶋
宗
甫
は
前
出
の
大
槻
玄
沢
の
門
人
で
あ
る
。

十
束
隆
圭
は
前
出
の
桂
川
甫
周
門
人
の
十
束
井
斎
の
養
嗣
子
甫
拍
の
子
に
隆
圭
が
あ
る
が
、
そ
の
隆
圭
は
天
保
十
年
生
れ
の
た
め
別
人
で
あ

る
。
長
淑
門
人
の
武
井
周
朔
も
中
田
周
賢
も
共
に
甫
周
の
門
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
十
束
隆
圭
は
恐
ら
く
十
束
井
斎
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が

ま
だ
確
証
は
な
い
。
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
桂
川
甫
周
の
没
後
は
、
甫
周
の
門
人
は
多
く
吉
田
長
淑
の
蘭
聲
堂
へ
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
長
淑
門
人
の
平
田
篤
胤
は
文
化
八
年
府
中
（
静
岡
市
）
へ
来
て
国
学
を
講
じ
て
お
り
、
ま
た
衣
関
順
庵
は
同
門
の
武
嶋
宗
甫
を
府
中
に

江
戸
の
蘭
学
が
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
、
柱
川
甫
周
あ
る
い
は
大
槻
玄
沢
か
ら
次
の
世
代
の
吉
田
長
淑
や
宇
田
川
玄
真
な
ど
に
移
っ
た
よ
う

に
、
関
西
で
も
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
橋
本
宗
吉
、
小
石
元
瑞
、
新
宮
凉
庭
や
小
森
桃
鳰
な
ど
に
学
ぶ
人
々
が
あ
っ
た
。

大
槻
玄
沢
門
人
の
橋
本
宗
吉
に
は
文
政
七
年
ご
ろ

に
眼
科
を
教
え
て
い
る
↑

の
記
載
が
染
ら
れ
る
。

（
一
七
）

花
野
井
有
年
（
府
中
）
（
静
岡
市
）

小
川
真
斎
（
府
中
）
（
小
川
剣
三
郎
の
祖
父
）

九
、
橋
本
宗
吉
、
小
石
元
瑞
、
新
宮
凉
庭
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が
学
ん
で
い
る
。
有
年
は
文
政
二
年
江
戸
で
蘭
学
を
学
び
、
ハ
ル
マ
辞
書
を
写
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
文
政
五
年
に
も
江
戸
へ
遊
学

し
て
翌
六
年
府
中
に
医
業
を
開
い
た
が
、
文
政
七
年
京
都
に
上
り
藤
林
普
山
に
閲
語
学
を
、
さ
ら
に
大
坂
に
移
り
橋
本
宗
吉
に
師
事
し
て
蘭
医

方
を
学
ん
で
い
る
。
文
政
八
年
帰
郷
し
、
『
西
学
便
覧
』
四
十
八
巻
、
『
西
学
医
断
』
一
巻
、
『
診
候
精
要
』
五
巻
、
『
内
景
一
覧
』
一
冊
な
ど
多

数
の
書
を
著
し
た
が
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
代
用
薬
の
研
究
中
そ
の
無
力
を
知
っ
て
突
然
和
方
へ
転
じ
て
い
る
。
和
方
医
と
し
て
の
著
書
も

多
数
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
存
の
『
医
方
正
伝
』
（
嘉
永
四
年
）
を
み
て
も
文
中
に
医
範
提
綱
、
遠
西
熱
病
論
、
紅
毛
本
草
、
西
医
原
病
略
、
名

物
考
遣
補
、
漫
瀞
雑
記
な
ど
の
引
用
書
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
学
識
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
大
槻
玄
沢
門
人
の
小
石
元
瑞
に
は

山
崎
龍
渕
（
掛
川
藩
医
）

学
び
、
浜
松
に
医
業
を
開
い
て
い
る
。

ら
が
学
ん
で
い
る
。
山
崎
龍
渕

政
七
年
荻
野
氏
に
学
ん
で
い
る
。

長
尾
元
鳳
（
宗
之
）
（
遠
江
）

ら
が
学
ん
で
い
る
。
‐
出
身
地
が
わ
か
ら
な
い
の
で
そ
の
伝
記
も
未
詳
で
あ
る
が
、
文
政
五
年
刊
の
『
窮
理
外
科
則
』
第
三
篇
の
輯
録
者
は
門
人

三
名
で
、
安
芸
の
日
高
凉
台
と
相
模
の
市
川
隆
甫
（
士
曄
）
と
遠
江
の
長
尾
隆
玄
と
で
あ
る
。
ま
た
天
保
七
年
刊
の
『
窮
理
外
科
則
』
第
二
篇

る
。
こ
の
新
宮
凉
庭
に
は

長
尾
隆
玄
（
信
之
）
（
遠

．
（
一
九
）

新
宮
凉
庭
は
文
化
七
年
長
崎
遊
学
の
途
次
大
坂
で
橋
本
宗
吉
、
野
呂
天
然
を
訪
ね
、
こ
の
二
人
か
ら
蘭
方
に
つ
き
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い

（
一
八
）

賀
古
公
斎
は
吉
益
南
涯
門
人
の
古
方
医
の
父
公
山
の
親
友
の
篠
崎
小
竹
の
す
す
め
で
元
瑞
に
学
ん
で
お
り
、
の
ち
江
戸
へ
出
て
坪
井
信
道
に

山
崎
龍
渕

賀
古
公
斎

（
浜
松
）

（
遠
江
）

（
清
方
）
は
前
出
の
荻
野
元
凱
門
人
の
掛
川
藩
医
山
崎
龍
沢
（
情
興
）
（
寛
政
十
一
年
入
門
）
の
子
で
、
龍
渕
も
文
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川
玄
真
へ
入
門
し
た
。
さ
ら
に
文
垂

な
ど
を
経
て
幕
府
奥
医
師
と
な
三

井
有
年
ら
と
交
友
を
深
め
て
い
る
。

の
輯
録
者
は
、
丹
後
の
新
宮
顕
蔵
と
遠
江
の
長
尾
元
鳳
で
あ
る
。
さ
ら
に
天
保
八
年
刊
と
思
わ
れ
る
『
鬼
国
山
人
西
遊
日
記
』
の
校
定
者
は
加

賀
の
黒
川
元
良
と
遠
江
の
長
尾
元
鳳
と
で
あ
る
。

な
お
、
大
坂
で
新
宮
凉
庭
に
藺
方
を
説
い
た
も
う
一
人
の
野
呂
天
然
の
門
人
に
は

（
一
一
一
）

が
あ
る
。
戸
塚
静
海
は
寛
政
十
一
年
掛
川
の
医
戸
塚
隆
珀
の
三
男
に
生
ま
れ
、
文
化
十
三
年
江
戸
へ
出
て
十
束
井
斎
に
学
び
、
文
政
三
年
宇
田

川
玄
真
へ
入
門
し
た
。
さ
ら
に
文
政
七
年
長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
て
、
天
保
二
年
江
戸
へ
帰
り
、
種
痘
所
、
西
洋
医
学
所
、
薩
摩
藩
医

な
ど
を
経
て
幕
府
奥
医
師
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
天
保
二
年
帰
国
の
際
に
は
府
中
で
兄
の
戸
塚
柳
斎
宅
に
泊
り
、
前
出
の
武
嶋
宗
甫
や
花
野

川
口
玄
良
（
元
信

が
師
事
し
て
い
る
。

が
あ
る
。
杉
山
帰
一
は
寛
政
十
年
江
戸
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
野
呂
天
然
に
師
事
し
た
と
い
う
。
文
政
六
、
七
年
ご
ろ
長
崎
へ
遊
学
し
、
シ
ー

ポ
ル
ト
に
も
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
文
政
十
二
年
長
崎
か
ら
の
帰
途
再
び
野
呂
天
然
に
師
事
し
、
天
保
七
年
吉
原
へ
帰
っ
て
い
る
。

一
方
、
前
野
良
沢
門
人
の
江
馬
蘭
斎
に
学
ん
だ
小
森
桃
鵯
に
は

川
口
玄
良
（
元
信
）
（
沼
津
）

片
山
ト
仙
（
周
智
郡
秋
葉
山
）

文
政
六
年
（
一
八
一

戸
塚
静
海
（
掛
川
）

杉
山
帰
一
（
駿
州
吉
原
）
（
富
士
市
）

（
一
一
一
一
）

シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
に
連
坐
し
た
幕
府
奥
医
師
土
生
玄
碩
の
門
人
に
は

十
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
め
ぐ
る
人
々

八
二
三
）
来
日
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
は
關
方
医
学
を
学
ぶ
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
の
門
人
に
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藤
野
長
民
（
伊
豆
提

が
あ
る
。
代
々
紀
州

津
祐
真
、
つ
い
で
出

開
い
て
い
る
。
ま
た

藤
野
永
昆
（
隆
輔
）

高
橋
環
（
駿
州
江
尻
）
（
清
水
市
）

ら
の
人
為
が
あ
る
。
片
山
卜
仙
は
も
と
小
浜
藩
医
で
秋
葉
山
に
移
り
医
業
を
開
い
た
。
片
山
国
嘉
の
四
代
の
祖
で
あ
る
。
野
中
雲
庵
（
南
漠
）

は
『
東
海
道
人
物
志
』
に
「
儒
学
、
詩
文
、
古
医
方
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
足
立
貞
二
は
前
出
の
華
岡
青
洲
門
人
足
立
才
二
の
弟

で
、
安
政
の
コ
レ
ラ
の
際
に
は
浜
松
藩
に
そ
の
対
策
を
献
策
し
て
い
る
。

ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
門
人
湊
長
安
は
吉
田
長
淑
に
も
学
ん
だ
が
、
湊
長
安
の
門
人
に
は

が
入
門
し
て
い
る
。
前
出
の
華
岡
青
洲
門
人
足
立
才
二
の
子
で
、
の
ち
浜
松
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
シ
ー
．
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

は
大
槻
俊
斎
に
学
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
藤
野
長
民
は
後
に
俊
斎
か
ら
牛
痘
苗
を
得
て
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。

、
Ｊ

な
お
ま
た
シ
ー
ポ
ル
ト
門
人
の
竹
内
玄
同
に
は

野
中
雲
庵
（
府
中
）
（
静
岡
市
）

福
井
自
然
（
府
中
）
（
静
岡
市
）

足
立
貞
二
（
浜
松
）
（
の
ち
内
、

高
橋
立
徳
（
駿
州
江
尻
）
（
清
圭

足
立
双
松
（
浜
松
）

（
一
一
一
一
一
）

代
々
紀
州
淡
島
の
神
官
で
、
藤
野
永
易
の
と
き
仁
科
へ
移
っ
た
。
藤
野
長
民
は
文
政
八
年
湊
長
安
に
学
び
、
の
ち
新
潟
の
柏
崎
の
海

つ
い
で
出
雲
崎
の
小
玉
祐
宜
（
良
寛
の
分
家
と
い
う
）
へ
寄
寓
し
、
こ
の
小
玉
祐
宜
の
二
女
と
結
婚
後
に
伊
豆
仁
科
へ
帰
り
、
医
業
を

る
。
ま
た
二
男
の

（
伊
豆
仁
科
）
（
賀
茂
郡
）

（
静
岡
市
）

（
の
ち
内
田
乾
隈
）

尻
）
（
清
水
市
）
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北
島
三
益
（
遠
州
袋
井
）

肥
田
浜
五
郎
（
豆
州
韮
山
）
（
田
方
郡
）

（
二
五
）

ら
の
人
々
が
学
ん
で
い
る
。
荘
田
隆
民
は
文
政
の
末
に
長
崎
に
遊
学
し
て
お
り
、
の
ち
原
家
を
つ
い
で
い
る
。
戸
塚
玄
斎
は
前
出
の
吉
雄
権
之

助
門
人
の
塩
津
玄
桂
の
子
で
、
戸
塚
静
海
に
学
ん
で
い
る
。
府
中
の
戸
塚
柳
斎
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
の
ち
與
津
へ
帰
っ
て
塩
津
家
の
医
業
を

は
、
掛
川
藩
医
柴
田
脩
石
の
弟
で
、
嘉
永
五
年
五
月
二
十
人
扶
持
の
掛
川
藩
医
と
な
っ
て
、
い
る
。
方
庵
は
嘉
永
二
年
長
崎
で
モ
ー
｝
一
ツ
ケ
の
種

痘
に
立
会
い
、
そ
の
分
苗
に
尽
力
し
て
い
る
。

ら
が
あ
り
、
村
尾
多
門
は

弘
化
、
嘉
永
に
な
る
と

つ
い
で
い
る
。

弘
化
、
嘉
永
に
な
る

荘
田
隆
民
（
伊
豆
器

西
田
元
貞
（
富
士
郡
）

戸
塚
玄
斎
（
府
中
）
（

松
下
良
斎
（
駿
州
幸

村
尾
多
門
（
浜
松
）

戸
塚
玄
斎
（
府
中
）
（
静
岡
市
）

天
野
玄
同
（
駿
州
藤
枝
）

柴
田
方
庵
（
掛
川
藩
医
）

シ
ー
ポ
ル
ト
門
人
で
江
戸
に
象
先
堂
を
開
い
た
伊
東
玄
朴
の
門
人
に
は
、
天
保
年
間
に

極
下
良
斎
（
駿
州
吉
原
）
（
富
士
市
）

（
二
四
）

十
一
、
伊
東
玄
朴
の
門
人

村
尾
多
門
は
前
出
の
杉
田
玄
白
門
人
の
村
尾
董
覚
の
二
男
で
あ
る
。

（
伊
豆
土
肥
村
）
（
田
方
郡
）

（40） 40



を
行
っ
て
い
る
。

植
松
元
貞
（
駿
州
岡
宮
）

ら
の
人
々
が
伊
東
玄
朴
に
学
ん
で
い
る
。

肥
田
浜
五
郎
は
川
本
幸
民
に
学
ん
だ
あ
と
玄
朴
へ
入
門
し
、
近
代
日
本
造
船
の
先
駆
者
と
な
っ
た
が
、
そ
の
父
の
春
安
は
医
師
で
前
野
良
沢

に
学
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
倉
成
龍
渚
の
塾
で
坪
井
信
道
と
共
に
儒
学
を
学
ん
だ
春
安
は
、
嘉
永
三
年
伊
東
玄
朴
か
ら
分
苗
を
得
て
種
痘

石
井
習
斎
（
豆
州
田

中
西
謙
堂
（
駿
州
富

邨
松
良
綏
（
府
中
汀

市
川
蔦
斎
（
駿
州
小

寺
尾
東
達
（
豆
州
二

賀
古
公
斎
（
浜
松
）

ら
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
一
一
一
ハ
）

宇
田
川
玄
真
の
門
人
に
は
前
出
の
戸
塚
静
海
や
、
坪
井
信
道
、
緒
方
洪
庵
な
ど
が
あ
る
が
、
坪
井
信
道
の
門
人
に
は

安
政
年
間
以
降
で
は

原
玄
誠
（
駿
州
大
平
村
）
（
沼
津
市
）

望
月
玄
岱
（
駿
州
岩
渕
村
）
（
庵
原
郡
）

安
達
尚
徳
（
伊
豆
三
島
）

十
二
、
坪
井
信
道
と
川
本
幸
民

（
豆
州
田
方
郡
北
条
）

（
駿
州
富
士
郡
大
宮
）

（
府
中
江
川
町
）
（
静

（
駿
州
小
諏
訪
）
（
沼

（
豆
州
三
島
）

１

中
西
謙
堂
は
大
宮
の
代
々
の
医
家
中
西
道
仔
の
子
で
、
中
西
亀
太
郎
の
養
父
で
あ
る
。
邨
松
良
綏
は
村
松
良
粛
（
晩
村
）
４

（
静
岡
市
）

（
沼
津
市
）

（
富
士
宮
市
）

(41r)



な
ど
の
人
々
が
あ
り
、
出
身
地
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
塩
津
玄
哉
は
前
出
の
伊
東
玄
朴
門
人
の
戸
塚
玄
斎
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
、
の
ち
府
中
の
名
医
と
い
わ
れ
て
い
る
。

坪
井
信
道
門
人
の
川
本
幸
民
は
、
吉
田
長
淑
門
下
の
足
立
長
篇
に
学
ん
だ
が
、

浅
岡
杏
庵
（
高
卿
）
（
伊
豆
下
田
）

深
沢
雄
甫
（
東
駿
沼
津
）

柳
下
立
達
（
東
駿
沼
津
）

坪
井
信
道
門
人
の
緒
方
洪
庵
と
広
瀬
元
恭
は
夫
々
大
坂
と
京
都
に
塾
を
開
、
い
た
が
、
静
岡
県
か
ら
の
入
門
者
も
多
か
っ
た
。

（
二
八
）

緒
方
洪
庵
の
適
塾
へ
は
、
弘
化
、
嘉
永
年
間
に

塩
津
玄
哉
（
駿
州
興
津
）
（
清
水
市
）

関
俊
貞
（
駿
州
富
士
郡
大
坪
村
）

田
島
柳
卿
（
府
中
札
ノ
辻
）
（
静
岡
市
）

戸
塚
悔
庵
（
柳
渓
）

白
松
恭
平
（
掛
川
）

戸
塚
隆
庵
（
三
折
）
（
掛
川
藩
医
）

戸
塚
悔
庵
（
柳
渓
）
（
府
中
）

久
能
堅
治
（
宗
改
）
（
横
須

常
盤
応
斎
（
横
須
賀
藩
医
）

浅
岡
杏
庵
（
高
卿
）

岩
崎
良
叔
（
掛
川
）

十
三
、
緒
方
洪
庵
と
広
瀬
元
恭

（
宗
改
）
（
横
須
賀
藩
医
）

（
二
七
）

川
本
幸
民
の
門
人
に
は

（42） 42



広
瀬
元
恭
に
学
ん
で
い
る
。
戸
塚
柳
痔

さ
ら
に
安
政
年
間
以
降
に
な
る
と
、

な
ど
の
人
々
が
学
ん
で
い
る
。
深
沢
雄
甫
は
前
出
の
杉
田
立
卿
の
門
人
で
あ
る
。
柳
下
立
達
は
洪
庵
の
友
人
の
沼
津
藩
医
柳
下
恵
斎
の
弟
で
、

広
瀬
元
恭
に
学
ん
で
い
る
。
戸
塚
柳
渓
は
前
出
の
川
本
幸
民
の
門
人
で
あ
る
。

ら
が
入
門
し
て
い
る
。
跡
見
玄

（
二
九
）

一
方
京
都
の
広
瀬
元
恭
に
は

戸
塚
柳
渓
（
駿
州
府
中
）

肥
田
貢
（
豆
州
東
浦
菰

野
村
震
平
（
遠
州
横
須
池

篠
田
秀
道
（
駿
州
富
士
蔀

本
間
恒
哉
（
遠
州
掛
川
）

跡
見
玄
山
（
遠
州
浜
々

伊
吹
静
馬
（
駿
州
藤
珪

神
谷
健
輔
（
駿
州
素
隼

深
沢
文
卿
（
駿
州
藤
壮

宮
崎
尚
温
（
掛
川
藩
）

秋
元
明
司
（
遠
州
掛
暹

足
立
藤
三
郎
（
遠
伽

飛柳一
弾下方
良立京
歳達都
,一、，への

難
（
駿
州
富
士
郡
上
野
）

（
遠
州
横
須
賀
藩
）

（
豆
州
東
浦
八
幡
野
）
（
田
方
郡
）

（
遠
州
浜
名
郡
白
須
賀
）

（
駿
州
藤
枝
）

（
駿
州
素
我
）

（
駿
州
藤
枝
）

（
遠
州
掛
塚
）
（

叩
（
遠
州
袋
井
）

跡
見
玄
山
は
華
岡
氏
に
も
学
ん
で
い
る
。
足
立
藤
三
郎
は
の
ち
の
陸
軍
軍
医
監
の
足
立
寛
で
あ
る
。

（
磐
田
郡
）
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が
入
門
し
た
の
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
三
月
で
あ
っ
た
。

静
岡
県
で
最
も
早
い
種
痘
は
伊
豆
韮
山
の
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
の
命
に
よ
り
、
嘉
永
三
年
二
月
肥
田
春
安
が
伊
東
玄
朴
か
ら
痘
苗
を
得
て

行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
伊
豆
の
浜
野
月
斎
は
一
ヵ
月
後
に
江
戸
へ
出
て
立
斎
に
種
痘
術
を
学
び
、
三
カ
月
の
ち
に
帰
国
し
て
種
痘
を
行

っ
て
い
る
。
一
方
仁
科
で
は
藤
野
長
民
が
、
大
槻
俊
斎
か
ら
分
苗
を
う
け
て
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。

駿
河
で
は
御
殿
場
の
渡
辺
宗
俊
ま
た
は
そ
の
子
宗
斎
が
、
嘉
、
氷
三
年
六
月
に
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
宗
斎
は
小
田
原
藩
医
市
川
恭
斎
の

門
人
で
、
恭
斎
は
楢
林
栄
建
に
学
ん
だ
市
川
魯
庵
の
養
子
で
あ
る
。

（
一
二
一
）

遠
江
で
は
小
笠
郡
の
川
田
鴻
斎
が
早
く
嘉
永
三
年
に
種
痘
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
痘
苗
は
師
の
小
田
原
藩
医
市
川
魯
庵
（
顕
之
）
が
京

都
の
楢
林
栄
建
か
ら
分
苗
を
受
け
て
の
帰
途
鴻
斎
に
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
浜
松
で
は
坪
井
信
道
門
人
の
賀
古
公
斎
が
、
大
坂
の
緒

以
上
静
岡
県
の
藺
方
医
学
を
学
ん
だ
人
々
と
そ
の
師
家
の
学
統
を
ゑ
て
き
た
が
、
東
西
に
長
い
静
岡
県
の
地
理
的
な
事
情
と
、
東
海
道
の
宿

場
を
中
心
に
東
西
の
文
化
の
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
師
家
は
江
戸
や
京
都
大
坂
或
い
は
長
崎
と
特
に
集
約
さ
れ
ず
に
分

散
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
が
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
静
岡
県
に
お
け
る
種
痘
で
あ
る
。

坪
井
信
道
の
門
人
で
種
痘
で
有
名
な
桑
田
立
斎
に

な
ど
の
人
々
が
学
ん
で
い
る
。

（
三
○
）

浜
野
月
斎
（
豆
州
加
茂
郡
和
田
村
）

大
竹
良
輔
↑
（
遠
州
袋
井
↑

柳
下
恵
篤
（
駿
州
沼
津
）

神
谷
準
助
（
駿
州
藤
枝
）

十
四
、
種
痘
に
尽
力
し
た
人
々

（
遠
州
袋
井
在
山
梨
）
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方
洪
庵
か
ら
分
苗
を
う
け
て
種
痘
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
静
岡
県
の
藺
方
医
学
を
学
ん
だ
人
々
は
、
自
由
に
そ
の
師
を
え
ら
ん
で
遊
学
し
、
他
門
の
人
々
と
も
広
く
交
流
を
行
っ
て
そ
の

学
識
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
献

（
一
）
塚
本
学
「
医
療
を
め
ぐ
る
ひ
と
び
と
の
交
流
’
十
八
・
九
世
紀
駿
遠
地
方
に
お
け
る
ｌ
」
『
静
岡
県
史
研
究
』
四
号
、
三
○
頁
、
昭
和
六
十
三
年
。

（
一
二
平
賀
源
内
『
物
類
品
騰
』
三
三
’
三
四
頁
、
日
本
古
典
全
集
、
昭
和
三
年
。

三
）
司
馬
江
漢
『
江
漢
西
遊
日
記
』
一
三
’
三
○
頁
、
日
本
古
典
全
集
、
昭
和
二
年
。

（
巴
土
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
戸
田
書
店
、
清
水
市
、
昭
和
四
十
八
年
。

（
ご
川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
』
五
四
’
七
五
頁
、
近
代
文
芸
社
、
東
京
、
平
成
元
年
。

（
一
〈
）
京
都
府
医
師
会
『
京
都
の
医
学
史
、
資
料
篇
」
二
四
一
頁
、
思
文
閻
出
版
、
京
都
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
ぢ
後
藤
一
朗
『
今
日
の
相
良
史
話
』
一
○
六
’
一
○
七
頁
、
相
良
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
年
。

（
Ｃ
『
小
笠
医
師
会
史
』
小
笠
医
師
会
、
昭
和
五
十
六
年
。

完
）
前
出
会
）
と
同
じ
、
三
○
一
’
三
三
一
頁
。

（
一
ｅ
呉
秀
三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
四
五
九
’
四
六
○
頁
、
思
文
閣
（
複
刻
）
、
昭
和
四
十
六
輻

（
二
）
岩
崎
鐡
志
「
文
化
の
興
隆
」
『
浜
北
市
史
通
史
』
上
巻
、
二
三
四
’
二
一
五
三
頁
、
浜
北
市
役
所
、
平
成
元
年
。

（
三
）
渡
辺
竹
雄
『
地
方
文
人
の
生
活
と
思
想
ｌ
渡
辺
家
の
医
と
寺
小
屋
を
中
心
に
』
創
研
出
版
、
平
成
元
年
。

（
三
）
板
沢
武
雄
『
日
蘭
文
化
交
流
史
の
研
究
』
五
一
四
’
五
一
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
四
年
。

（
西
）
舟
木
茂
夫
「
掛
川
藩
洋
学
者
十
束
井
斎
伝
」
『
い
わ
ち
ど
り
』
八
号
、
六
’
三
二
頁
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
三
）
平
野
満
「
吉
田
長
淑
の
養
子
関
係
と
宇
田
川
玄
真
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
六
巻
二
号
、
二
一
三
’
一
三
八
頁
、
平
成
二
年
。

終
り
に
種
を
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
土
屋
重
朗
氏
、
舟
木
茂
夫
氏
、
宗
田
一
氏
、
平
野
満
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
妄
）
吉
川
芳
秋
『
蘭
医
学
郷
土
文
化
史
考
』
一
五
’
二
五
頁
、
昭
和
三
十
五
年
。

（
石
）
前
出
酋
）
と
同
じ
、
二
三
’
一
二
六
頁
。

（
穴
）
額
田
燈
「
賀
古
鶴
所
」
『
日
本
医
事
新
報
』
三
四
四
一
号
、
五
九
’
六
一
頁
、
平
成
二
年
。

（
元
）
山
本
四
郎
『
新
宮
凉
庭
伝
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
京
都
、
昭
和
四
十
三
年
。

（
’
一
ｅ
前
出
酋
）
と
同
じ
、
一
九
八
’
二
○
六
頁
。

三
一
）
舟
木
茂
夫
「
小
笠
医
家
伝
（
二
）
、
静
海
生
家
戸
塚
家
の
す
べ
て
」
『
い
わ
ち
ど
り
』
六
号
、
一
九
’
六
四
頁
、
昭
和
五
十
三
年
。

（
三
）
『
土
生
玄
碩
先
生
第
百
五
十
年
記
念
会
贈
位
祝
典
記
事
』
一
’
四
頁
、
大
正
五
年
。

（
三
）
藤
野
順
『
代
を
村
医
者
百
五
十
年
』
青
弓
社
、
昭
和
五
十
八
年
。

（
茜
）
伊
東
栄
『
伊
東
玄
朴
伝
』
一
○
五
’
二
四
頁
、
八
潮
書
店
（
複
刻
）
昭
和
五
十
三
年
。

（
三
）
土
屋
重
朗
「
興
津
の
医
史
」
『
清
水
郷
土
史
研
究
会
誌
、
清
見
潟
』
創
刊
号
、
平
成
三
年
。

（
美
）
青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
詩
文
及
害
翰
集
』
一
三
一
二
－
三
三
四
頁
、
岐
阜
県
医
師
会
、
昭
和
五
十
年
。

（
毛
）
川
本
裕
司
、
中
谷
一
正
『
近
世
日
本
の
化
学
の
始
祖
川
本
幸
民
伝
』
二
四
一
’
二
五
九
頁
、
共
立
出
版
、
昭
和
四
十
六
年
。

（
天
）
緒
方
富
雄
『
緒
方
洪
庵
伝
』
（
第
二
版
）
一
八
八
’
三
○
二
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
。

（
一
元
）
前
出
会
）
と
同
じ
、
三
九
九
’
四
一
二
頁
。

（
三
）
島
田
千
秋
「
浜
野
月
斎
Ｉ
そ
の
売
薬
と
種
痘
」
『
伊
東
覚
え
書
』
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
三
）
舟
木
茂
夫
「
小
笠
種
痘
誌
（
続
編
）
」
『
い
わ
ち
ど
り
』
十
一
号
、
昭
和
五
十
八
年
。

（
Ｊ
Ｒ
東
海
、
静
岡
鉄
道
健
診
セ
ン
タ
ー
）
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AshorthistOryofDutchmedicallearningin
ShizuokaPrefectureintheEdoPeriod

bvShinzoTSUDA

DuringtheEdoPeriod,apowerfulfeudallorddidnotexistinShizuokaPrefecture・InPlace

ofaninHuentiallord，thehighway$GT6kaido''controlledthedistrictculture.

Famousdoctorsfrequentlycameandstayedofinnsorstoppedattheirfriends'houses.

Theyweregoodfriendswiththegeneralpractionersandrelatedmuchnewsofmedicineto

thesonsofpractioners.

ThesonswenttoEdo,KyotoorNagasakiandstudiedDutchmedicine.Theirselectionof

masterswasquitefree.

Theyputtheirheartintomedicine・Afterstudying,mostofthemreturnedtotheirhomes.

（
ト
守
）

吟
郵


